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要旨

【目的】

高血圧発症において高尿酸、動§リスク因子となる可龍性が示唆されている。一方､ '|曼性腎臓丙

や心筋梗塞の発症におけるリスク因子としての尿酸の発症感受性(寄与関は､血清尿醐勵ミー般

的には男性が高値を呈するにも関わらず､女性で高い可能性が報告されている。そこで､本研究で

は高血圧葡槻発症における尿酸の発症リスク感受性に男女差が存在する力否かを横封した。

【方法】

後ろ向き縦断的コホート研究である。 10年間の健診結果の追跡が可能であった男女5,807人を

対象とした。高血圧新規発症の定義は､観察期間中に血圧が14q90mmF鞄以上に上昇した者、同

期間に新たな降圧療法が開始された者とした｡男女間の高血圧発症率の上嗽はx2乗検定で行った。

高血圧発症のリスク比の評価にC唾回帰分析を行い､有意であった共変数については､男女間で交

互作用が存在するかを検討した。

【結果】

10年墹噸醗察における帥…側全体としては39.3%であり、男性では42.8%、女性では

22.2%であった。帥1珊勧予知因子として､男隆輔食別矼の司直､職司直平均血」勘司直

力撰択された。この月欄到ら､帥｣翻秩職と高い尿醐勵関室幽埼峻さｵ1た｡男女差を考慮した多

変鐡鞠刊こおいて､様々な聯咽子で柾した後も､女性棚j高血畷勧リスクとして有謝§

認められた｡一方男幽こおいてはその閲雪型ま明確には認められなかった。 このことは血j諒醐画こ

よるi鋤1劃槻細こおいて､男女間の交互作用が存在する可能性を示唆す‐るものである。

【考察】

現在までに|曼性割溺丙､虚血睦[疾患､高血圧症などにおいて､高尿伽;面§その発症に及ぼすリ

スク比は女性で高くなる可能性を示唆する報告が見られる｡本研究の結果からも､高血圧新規発症の

リスクを男女間で祷討すると、その…蹴汝性に高いことが示唆された。

【結論】

高い尿醐直は男女ともに高血圧荊親発症のリスクであり、その発症頻度は男性において有意に高

し％しかし、男女間の荊定鰕性のt嗽においては､高血圧勇槻発症のリスクとしての尿醐直の関

与度は男性よりも女性で有意に高い可能性が示唆された。



学位論文審査結果の要旨

西尾信一郎氏の学位申請論文は主論文1編からなり、原題は「Gender

interactionofuricacidinthedevelopmentofhypertension｣、日本語題名は｢高

血圧新規発症における尿酸の影響と性差の検討」である。本研究は腎臓・高血

圧内科横尾隆教授の指導により実施され、ClinExpHypertens誌2018;40

巻446.451ページに掲載されたものである。以下に審査委員会における審査結

果を記載する。

平成30年12月10日、審査委員長大野岩男、審査委員吉田清嗣教授、吉

村道博教授および指導教授である横尾隆教授の臨席のもとに公開学位審査会

を実施した。西尾氏の研究概要の発表に続いて、 口頭試験を実施した。 口頭試

験において以下のとおり質疑応答を行った。

1）血清尿酸値に男女差が認められる機序について

2）痛風の男女差について

3）高尿酸血症の定義に男女差はあるのか

4）女性の高尿酸血症の特徴は何か

5）本研究の対象はオフィスワーカーであるが、その他の集団ではどうなるか

6）血清尿酸値高値が重要なのか、キサンチンオキシダーゼ(XO)活性が重要な

のか

7)XO活性が重要だとすればどこに由来するXO活性が重要なのか

8）低尿酸血症と心血管疾患との関連はどうか

9）高尿酸血症の高血圧発症リスクに男女差がみられる機序は何か

10）尿酸の抗酸化作用に男女差はみられるのか

これらを含む多くの質問に対して、西尾氏は適切に回答するとともに、関連

する知見について幅広く意見を述べ実りある討議がなされた。その後、審査委

員において慎重に審議した結果、西尾氏の研究は、一般人を用いた10年間の後

ろ向き縦断的コホート研究において、女性においてのみ血清尿酸値高値が高血

圧新規発症リスクになるとの知見を示した貴重な臨床研究であるとの結論とな

った。

ここに我々審査委員は、西尾氏の研究内容を学位論文として十分に価値があ

るものと認定した次第である。

なお、テーシスにおいて一部誤字が認められたが、後日適切に修正がなされ

ていることを確認した。
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